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令和 7年度 第 4回能勢町地域福祉計画推進委員会 議事録 

 

日 時 令和 8年 3月 2日（月） 午前 10時 30分～11時 30分 

場 所 能勢町保健福祉センター 多目的室 

出席者 

 

 

欠席者 

 

傍聴者 

 

事務局 

斉藤委員長・乾谷副委員長・黒島委員・瀬川委員・野木委員・松下委員・八木委員・

桂委員・北委員 

【計 9名】 

三浦委員・宇佐美委員・今西委員 

【計 3名】 

0名 

 

福祉部 寺内部長 

健康づくり課 菊池課長 

福祉課 大植課長・小豆島係長・森田主事 

【計 5名】 

社会福祉協議会 森鼻係長 

 

受託事業者 株式会社 HRCコンサルティング（3名） 

次 第 

1. 開会 

2. 委員長あいさつ 

3. 議題 

（1） 第 5次能勢町地域福祉計画（案）について 

4. その他 

5. 閉会 

配布資料 

1. 次第 

2. 資料 1     能勢町地域福祉計画推進委員会 委員名簿 

3. 資料 2     能勢町地域福祉計画（案）に対するパブリックコメント結果 

4. 資料 3-1    第 3回委員会及びパブリックコメント等を踏まえての修正事項 

5. 資料 3-2 第 5次能勢町地域福祉計画（案） 

6. 社協資料 第 4次能勢町地域福祉活動計画概要版（案） 
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【議事要旨】 

事務局 

 

それでは定刻となりましたので、ただいまより令和 7年度第 4回能勢町地

域福祉計画推進委員会を開催させていただきます。皆様方におかれまして

は、ご多用の中ご出席いただき、ありがとうございます。 

それでは、会議の開催に当たりまして、委員長よりごあいさつを頂戴した

いと思います。よろしくお願いいたします。 

委員長 皆様おはようございます。今日は、いよいよ最終回となりました。1 年をか

けて皆さんと議論してきた内容が、このような形でまとまってきてうれしいな

と思ってこの案を拝見いたしました。 

最後の日でありますが、忌たんのないご意見をいただいて、次につながる

ような会議にしていきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

事務局 

 

ありがとうございました。 

それでは、資料の確認をさせていただきたいと思います。 

 

（配布資料説明） 

 

それでは議事に入ります前に、本日、三浦委員、宇佐美委員、今西委員に

つきましては、事前にご欠席の連絡をいただいておりますので、あらかじめご

報告させていただきます。 

委員１２名のうち、９名の方に出席をいただいておりますので、能勢町地域

福祉計画推進委員会設置要綱第７条第２項の規定により、本日の委員会が

有効に成立していることをご報告させていただきます。 

なお、本委員会の会議につきましては、同条第４項の規定に基づきまして、

公開となっております。 

また、議事録につきましても、後日ホームページで公開させていただきます

ので、よろしくお願いいたします。 

それでは、案件に移らせていただきます。議題の進行につきましては、設置

要綱第７条第1項の規定に基づきまして、委員長にお願いしたいと思います。

よろしくお願いいたします。 

委員長 それでは、次第に沿って会議を進めてまいります。 

まずは、（1）第５次能勢町地域福祉計画（案）について、事務局よりご説明

をお願いいたします。 

事務局 

 

 

（資料説明） 

 

委員長 ありがとうございました。それでは、今の事務局の説明について、ご質問な
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どご意見ありましたらいただきたいと思いますが、いかがでしょうか。 

パブリックコメントはすごく丁寧に読んで書いてくださっているという印象

を受けて拝見をしたのですが、７件のうち２件はご意見のとおり反映をさせて

いただき、残りの５件については趣旨が大きく変わっていないというご説明を

されたと理解しております。 

委員 ９４ページに写真を３点挿入されているのですが、「乗合タクシー」と「ふれ

あい号」の二つの写真に対して、項目というか写真を入れるべき内容が９３ペ

ージまでに出てくるのでしょうか。 

委員長 写真の意味が書かれていますかというご質問かと思いますが、いかがでし

ょうか。 

事務局 こちらについては、本来でしたらもっと写真を入れられたらと思っていたと

ころですが、今回の計画本編自体のページ数がかなり増えたところでござい

ます。 

基本目標 1、2、3と三つございます。基本目標１の最後の部分、２の最後の

部分、３の最後の部分に、基本目標の各項目で関係する具体例として、写真

を入れさせていただいています。 

先ほどの「乗合タクシー」と「ふれあい号」が基本目標３の何に当たるのか

と申しますと、８８ページからの「生きづらさを感じる人への支援」の部分で、

移動手段の確保の施策の展開として提案させていただいています。こちらと

関連させ、項目の具体例として９４ページに写真を入れさせていただいたと

いう意味合いでございます。 

委員長 おそらくご質問の内容は、これだけでは「乗合タクシー」や「ふれあい号」が

分からないのではないかという趣旨だと思います。 

委員 ８９ページの「④移動手段の確保」で出てくるタクシーということなのでしょ

うが、それがだいぶページが進んで９４ページに写真が出てきても、何のこと

か分からないです。「８９ページの○○に出ています」とか写真の注釈で入る

なら分かりやすいですが、いかがでしょうか。 

事務局 例えばですが、先ほどご説明した内容を、９４ページの写真の上部に一言

入れさせていただく。「基本目標３の中での取組」のような文言を入れること

等が一つの案としてはあるのかなと思います。 

委員長 例えば、今ご説明いただいた８９ページの移動手段の確保のところに、「乗

合タクシーとふれあい号をやっています」のようなことを入れたら良いのでは

ないでしょうか。 

委員 ８９ページで写真の説明を加えられたらどうでしょうか。９４ページまで写

真のスペースがないということですから。８９ページの④の文章のどこかに

「94ページに写真を挙げています」みたいなものがあれば。 
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事務局 ありがとうございます。関連している基本目標ごとの最後に写真を載せて

いますので、本文の中に「何ページの写真を参照してください」のような注釈

を入れる形にして、写真との関連性を付けていきたいと思います。最終、調整

をさせていただきます。 

委員長 それぐらいだったら行数が増えずに収まるのではないでしょうか。貴重な

ご意見ありがとうございました。 

他によろしいでしょうか。 

ないようですので、次に進みたいと思います。事務局から、今後の進め方

についてお願いします。 

事務局 若干修正はございますけれど、これでお認めいただいたということで、この

後は速やかに役場内の手続き、決裁を行わせていただき、印刷に移らせてい

ただきたいと思っております。その過程で若干修正等が生じた場合は、斉藤

委員長と協議の上で、最終計画とさせていただきたいと考えておりますが、よ

ろしいでしょうか。 

委員長 よろしいでしょうか。一任をいただくということでお願いします。 

事務局 ではそのような流れで進めさせていただきたいと思います。修正などがあ

りましたらその内容と、完成した冊子を委員の皆様には送付させていただき

ますので、よろしくお願いいたします。 

委員長 今後の流れについて、何かご意見・ご質問はよろしいでしょうか。 

そうしましたら、案件４に移りたいと思います。社会福祉協議会さんの活動

計画について、よろしくお願いいたします。 

社会福祉協議

会 

同時に策定を進めております、「第４次能勢町地域福祉活動計画」の進捗

状況について報告させていただきます。 

第２回の本委員会でもご報告させていただいておりましたけれど、１０月に

地域懇談会を実施いたしました。それを踏まえて、１月１９日に２回目の地域

福祉活動計画推進委員会を開催させていただき、そちらで第４次活動計画

案についてお示しをさせていただいているところです。 

また、本日のお昼からですが、３回目の委員会を開催しまして、最終確認

をいただく段階となっております。現時点では、活動計画は案の状態となりま

すけれども、その内容についてご報告ができたらと思っております。 

 

（資料説明） 

 

委員長 ありがとうございます。今日の午後に最終決定ということで、活動計画の

会議の前ですが、おおむね完成版ということでお示しいただきました。 

何かご質問・ご意見がありましたらいただければと思いますが、いかがで
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しょうか。 

よろしいですか。先ほど社協さんがおっしゃっておられましたけれど、この

計画というのは、町の計画の５ページに計画との関係のイメージ図が載って

いますけれど、車の両輪ですね。行政の計画と、住民が作った計画というも

のが一緒になって稼動していくことが、この地域福祉計画の特徴であると、や

っと形になってきたなというふうに思っています。 

それでは、特にご意見がないようでしたら、次に進みたいと思います。 

事務局から、その他のところをお願いします。 

事務局 

 

その他で、事務局から報告をさせていただきたいと思います。 

前回の委員会において、移動支援に関する視察を能勢町と社協さんで、

松江市へ２月１０日に行きますとご報告させていただいていました。 

ただ、２月１０日は大雪の影響により行くことがかなわず、３月１７日に延期

となっております。そのため、本日は視察の結果をご報告できればと思ってい

たのですが、別の機会にと思っております。 

松江市の取組につきましては、道路運送法の許可登録を要しない地域団

体による高齢者の移動支援という取組でございます。能勢町も交通空白地

有償運送など移動支援はあるのですが、町域を出ることができません。それ

は交通事業者さんとの関係もあって、そのような運用をしているのですが、

松江市の取組においては、松江市と隣接する境港市に移動ができるというこ

とでした。ですから、そのようなところも視察の際には見させていただいて、

能勢町で実現が可能かどうか、今後町内において、そのような活動をしてい

ただける団体さんがいらっしゃいましたら、その環境整備に努めていきたいと

考えているところです。また別の機会にご報告できたらと思っておりますの

で、よろしくお願いいたします。 

また、ボランティア支援というところで、この委員会の中でもいろいろとご

意見をいただいています。この件につきましては、社協さんとともに、今年度

からボランティア支援に向けた研修会を計３回実施させていただきました。能

勢町の山辺にあるコミュニティデザイン・ラーニングセンターにおいて研修を

させていただきました。コミュニティデザインの手法を用いて、どのようなボラ

ンティア支援ができるのかという研修をさせていただいたところです。 

次年度につきましては、具体的にどのような支援ができるのかというところ

で、ボランティア団体さんへのヒアリングやワークショップなどもしていけたら

ということで、社協さんと打ち合わせをさせていただいています。 

また具体的に動いていくことになろうかと思いますので、委員の皆様にも

何かとご協力をお願いすることもあろうかと思いますが、よろしくお願いいた

します。 
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続いて、第５次能勢町地域福祉計画がこの３月で策定ということになりま

す。策定して終わりではございません。この計画に基づいて取組を進めてい

くという第一段階として、この計画を住民の皆様により知っていただく機会を

持てたらと考えております。来年度、できる限り早い段階で、そのような講演

会というか、住民さんに集まっていただいて、この計画を周知する取組がで

きたらと考えております。委員長ともご相談をさせていただきながら、取組を

進めてまいりたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

先ほど社協さんからの報告もありましたけれど、次年度以降は、本委員会

でこの計画の進行管理を進めていくことになります。地域福祉活動計画とも

歩みを共にして、進捗状況を確認していけたらと考えておりますので、よろし

くお願いいたします。 

また、本委員会の委員の皆様の任期は、この３月末までということになって

おります。令和６年度、令和７年度の２か年にわたって、本計画の策定に携わ

っていただき誠にありがとうございました。来年度は新たに委員の委嘱等の

手続きをさせていただくことになろうかと思います。引き続き、ご依頼をさせ

ていただくこともあろうかと思いますので、よろしくお願いいたします。 

事務局からは以上でございます。ありがとうございます。 

委員長 ありがとうございます。松江市の話が伺えるかと思って楽しみにしていた

のですが、雪で行けなかったということで、３月１７日に勉強に行ってくださる

ということなので、またご報告の機会を楽しみにしております。 

その他につきまして、何かご質問等ありますでしょうか。 

よろしいですか。 

特にないようでしたら、今日が最終回ということで、私から感想などを一言

申し上げたいと思います。 

この週末の２月２７日に、社協の皆さんと福祉部の皆さんにお世話になり、

能勢町の地域福祉の勉強をさせていただきました。１０時に保健福祉センタ

ーを出発して、淨るりシアターへ行きました。淨るりシアターは、民生委員の

会議で会議室を使ったことはあったのですが、詳しく資料等を見たことがあ

りませんでした。館長さんがお人形を見せてくださったり、地域のつながりの

中で２００年続いてきたというおやじ制度の話を聞いて、地域のつながりとい

うものが、いろいろな文化の中でできているんだなということをすごく感じさ

せていただきました。 

それから、社協さんのふれあいセンターでやっておられる子育てサロンに

伺って、お子さんたちが元気に遊んでいる姿を見ました。 

物産センターにも寄らせていただきました。大きな物産センターで、能勢町

には何回も通っていたのですが初めて伺って、本当に能勢町というのは自然
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豊かでおいしいものがたくさんある地域だということを改めて感じました。 

そのあと、先ほどご紹介がありましたけれど、studio-L さんが係わるコミ

ュニティデザイン・ラーニングセンターを訪問させていただいて、地域の活動

にこれから協力してくださるというお話を伺って、心強く思いました。 

それから、天王公民館に行き、いきいき百歳体操も見学させていただきま

した。 

大きなケヤキの木にアオバズクはどこか遠くに行っていませんでしたが、時

期になると見られるということで、またその時期に伺いたいです。 

そのあと、ふれあいプラザの看護小規模多機能型居宅介護の施設で、介

護の事情、看護の事情をお聞きしました。 

最後に、統合したすばらしい学校の放課後児童クラブを見学させていただ

きました。 

子どもから高齢者の活動まで、包括的に勉強させていただいて、活動の意

味と、社協さんの懇談会のときもそうですが、いろんな意見が出されるとい

う、そういう地域のつくりや構造というものを肌で感じることができて、能勢

町にまた一歩、近づかせていただいた一日でした。 

そういうことを踏まえて、今回の計画はすばらしいものが皆さんのおかげ

でできているのですが、私はこのプロセスの中で、二つのすばらしいことがあ

ったと思っています。 

一つは、非常にリアルな事例で、ふれあいセンターが使えなくなるという大

事件が起きたことです。夏の時点では、ここが使えなくなったらどうなるんだ

ろうという話をしていたところから、社協の皆さん、住民の皆さん、そして役場

の皆さんが頑張ってくださって、条例改正までして、保健福祉センターを負担

なく使えるということができました。これこそまさに地域福祉だなと思います。

地域住民の活動があって、それを支える行政に何ができるのかという、会場

を確保することは行政がやるべき仕事で、それを見事に条例改正でやられた

ということ、計画と同時にそういう場面を見せていただいたことは、私にとっ

てはすごく勉強になりました。行政がすること、住民がすること、社協がするこ

と、それぞれが力を出し合って地域福祉が成り立つということを実感させて

いただきました。 

それから、事務局からお話があった松江の交通手段です。住民の皆さんの

お話を聞いても、移動の問題は本当に深刻です。特に高齢者が増えていると

いう話が出てきましたが、それをそのまま放置するのではなく、地域の住民の

人たちと行政が連携しながら、移動手段を確保しているという事例を実際に

見に行って、次の５年間で何とか実現できないだろうかというところまできて

いると思います。ですから、進捗管理では、この辺りがどうやって進んでいく
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のかということを見ていくことが大事なんだろうなと思わせていただきまし

た。 

５年前はちょうどコロナのときで計画づくりにご苦労されたと思います。今

回はコロナ禍から復活して、そして皆さんでいろいろ議論しながら、社協の計

画もこちらの自治体の計画もできたように思います。でも、この計画というの

はこれからがスタートで、この５年間、これを土台にどんどん積み上げていく

ものです。引き続き委員の皆さんのご協力、住民の皆さんのご協力が必要に

なっていくと思いますので、更なるご協力をよろしくお願いします。少しでも

良い地域をつくっていただきたいと思っています。 

私の方からは、まとめの言葉とさせていただきまして、進行を事務局にお

返ししたいと思います。よろしくお願いします。 

事務局 

 

ありがとうございました。本日の議題につきまして、慎重なご審議をいただ

き、誠にありがとうございます。 

では、ここで副委員長より閉会のごあいさつを頂戴したいと思います。 

副委員長 長時間のご審議、お疲れ様でした。本日、４回目の審議をもちまして、第５

次能勢町地域福祉計画の成案の運びとなりました。これまで委員の皆様には

活発なご審議、ご意見等を賜り、ありがとうございました。 

今後は本計画が地域住民の道標となるよう、ご期待申し上げまして、閉会

のあいさつといたします。ありがとうございました。 

事務局 

 

ありがとうございました。 

それでは、本日の会議はこれで終了とさせていただきます。皆様ご多用の

中、お集まりくださりありがとうございました。 

 


